
クイック継手スタンダードタイプ・ミニタイプ

仕様

内部構造と主要部材質

●�豊富な形状とサイズで小形から中・大形まできめ細かな
対応ができます。

●ワンタッチでスピーディーに接続ができます。

弾性体スリーブ（NBR）

チューブ

開放リング（ポリアセタール）

ロック爪（ステンレス）

樹脂本体（ポリブチレンテレフタレート）

ガイドリング（黄銅、無電解ニッケルめっき）
金属本体（黄銅、無電解ニッケルめっき）
TS2-M3M、TSH2-M3M：ステンレス
TL2-M3M、TB2-M3M、TT2-M3M：
快削鋼（無電解ニッケルめっき）

チューブエンド

ガスケット（SUS304・NBR）
Oリング（NBR）

ウレタンチューブ、ナイロンチューブウレタンチューブ
1袋（10個入）〔φ16は1袋（5個入）〕販売単位

空気
0.9MPa
−100kPa
0〜60℃

使用流体
最高使用圧力
使用真空圧力
使用温度範囲

備考：ガスケットまたはシール剤付。
　注：�チューブは弊社のものを使用してください。チューブの外径精度は、呼称寸法の±0.1mm以内のものを使用してください。また、弊社 導電性ウレタンチューブU2A-B

は使用できませんのでご注意ください。

推奨チューブ注

φ1.8、φ3 φ4、φ6、φ8、φ10、φ12、φ16項目	 　  適用チューブサイズ

弾性体スリーブ （NBR）

シーロック加工

チューブ

開放リング （ポリアセタール）
ロック爪 （ステンレス）

Oリング （NBR）

チューブエンド

樹脂本体 （ポリブチレンテレフタレート）

金属本体 （黄銅、無電解ニッケルめっき）
ガイドリング （黄銅、無電解ニッケルめっき）

金属本体（黄銅、無電解ニッケルめっき）
※M3ねじの場合（快削鋼、無電解ニッケルめっき）

〈φ1.8チューブ用の場合〉
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寸法図（mm）

注文記号

BB

接続ねじ
接続ねじ

	

延
長
ブ
ッ
シ
ュ

●BB

M5(M5×0.8)

01(R1/8)

02(R1/4)

03(R3/8)

04(R1/2)

ねじサイズ

（１袋10個入り）

延長ブッシュ
BB

注：テーパーねじタイプのL寸法は、ねじ込み後の参考寸法です。

B

A
1

A
2

L

R

H

Rc

メートルねじタイプ

B
A1
L

形　式 R Rc A1 A2 B L注 対辺
H

有効断面積
（mm2）

質量
（g）

BBM5-M5
M5×0.8 M5×0.8 3 5 19.5 16.5 8 2.2 1.9

BBM5-M5L 23 20 3.2
BBM5-01 Rc1/8 7 14.5 11.5 14 2.4 3.6
BB01-M5

R1/8

M5×0.8

8

6 12 8 10 12 4
BB01-01 Rc1/8 7 28.5 24.5 14 22 4.4
BB01-02 Rc1/4 9.5 21 17 17 24.1 4.7
BB01-03 Rc3/8 10.5 22 18 21 23.9 7.3
BB02-M5

R1/4

M5×0.8

11

6 16 10 14 11.9 5.6
BB02-01 Rc1/8 7 19 13 24.1 5.9
BB02-02 Rc1/4 11 33 27 17 44.7 8.4
BB02-03 Rc3/8 10.5 25 19 21 46.7 26
BB02-04 Rc1/2 13 30 24 24 46.5 39
BB03-01

R3/8

Rc1/8

12

7 17.5 11.2 17 25.3 23
BB03-02 Rc1/4 9.5 22.5 16.2 43 29
BB03-03 Rc3/8 10.5 37 30.7 21 68.1 42
BB03-04 Rc1/2 13 31 24.7 24 67.5 42
BB04-04 R1/2 Rc1/2 15 13 43 34.8 24 80.9 50
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注 クイック継手のシール剤はそのままで数回の再使用が可能です
が、相手機器のねじ部にシール剤が付着していることがありま
す。機器のめねじ内部は必ず掃除をしてください。

取扱い要領と注意事項

　本体取付上の注意
●取付

① �本体取付けは、継手の六角部、又は内径六角部を利用し適正
な工具を使用して締め付けてください。

② �ねじを締め付ける際、下表の推奨締め付けトルクを参考に締
め付けてください。推奨締付けトルク以上で締め付けた場合、
ねじ部の折れやガスケットの変形による漏れの原因となる可能
性があります。推奨締付けトルク以下で締め付けた場合、ねじ
部の緩みや漏れの原因となる可能性があります。

③ �配管方向が締め付け後、変わらない製品は本体の締付けトル
ク範囲内で調整してください。

　本体取外し上の注意

　ねじの締付方法

① �本体の取外しは、継手の外径六角部、又は内径六角部を利用
し適正な工具を使用して取外してください。

② �取外した相手側のねじ部に付着しているシール剤を除去してく
ださい。シール剤が付着していると、周辺機器に入り込み故障
の原因となる可能性があります。

メートルねじ

管用テーパーねじ

ねじ種類 ねじサイズ
M3×0.5注 0.7N·m

ー

SUS304
NBR

POM
（ポリア
セタール）

ー白色

1.0〜1.5N·m
1.8〜2.3N·m
0.8〜1N·m
1〜2N·m
7〜9N·m

12〜14N·m
22〜24N·m
28〜30N·m

M5×0.8
M6×1

M6×0.75
M8×0.75

R1/8
R1/4
R3/8
R1/2

締付けトルク シーロック色 ガスケット材質

推奨締付けトルク及びシーロック色、ガスケット材質

●チューブの着脱

　チューブの着脱方法

　チューブ装着上の注意
① �チューブの切断面が直角に切断されていること、チューブ外径

にキズがないこと、及びチューブが楕円してないことを確認し
てください。

② �チューブを装着する際、チューブがチューブエンドまで差し込
まれていないと漏れの原因となる可能性があります。

③ �装着後、チューブを引いて抜けないことを確認してください。
④ �チューブ装着前に、開放リングを空押ししないでください。

チューブが抜ける原因となる可能性があります。

　チューブ取外し上の注意
① �チューブを取外す際、チューブ内の圧力がゼロになっていること

を確認してください。
② �開放リングを均等に奥まで押し込み、チューブを手前に引き抜い

てください。押し込みが不十分の場合、抜けなかったり又はチュ
ーブが傷付き削りかすが継手内部に残る可能性があります。

右記はクイック継手スタンダードタイプ・ミニタイプ固有の「安
全上のご注意」です。右記以外の「安全上のご注意」につきまして
は総合パーソナルカタログの前付を必ずお読みください。

安全上のご注意（クイック継手スタンダードタイプ・ミニタイプ）

警 告
●ねじ側、またはチューブ側が揺動、または回転する場所での

ご使用はクイック継手ロータリタイプ以外は使用しないでく
ださい。揺動、または回転により継手本体の破損の原因にな
ります。

① チューブの装着
　�クイック継手スタンダードタイプは、チ

ューブをチューブエンドまで差し込む
だけでロック爪が固定、弾性体スリー
ブがチューブの外周をシールします。

② チューブの取外し
　�チューブを取外す場合、開放リング

を押すことによりロック爪が開き、
チューブを抜くことができます。

　�取外しの際は、必ずエアを止めて
から行ってください。

d

d

c
ねじの締め付けには、外径六角部をス
パナ、又はインパクトレンチで締める方
式の物と内径六角部を六角レンチで締
める方式の物（継手間のスペースを小
さく取れる）があります。
内径六角部を締め付ける六角穴付ス
トレート(TSH)を取り付ける時は、内
径六角部手前のロック爪を六角レン
チでキズ付けない様にご注意くださ
い。ロック爪エッジをキズ付けます
と、チューブが抜ける原因となる可
能性があります。

外径六角締付けの場合

内径六角締付けの場合

チューブエンド

配管スペースが狭くて離脱が困難な場合には、専用工具が用意さ
れていますので最寄りの弊社営業所へご相談ください。

　チューブ離脱用専用工具
φ3・φ4・φ6 チューブ用
	 注文記号：UJ-1

φ6・φ8・φ10・φ12チューブ用
	 注文記号：UJ-2

注：六角穴付ストレート（TSH2-M3M）は、締付けトルク 0.3N・mとなります。
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取扱い要領と注意事項

●使用チューブ
ナイロンチューブ、ウレタンチューブのいずれも使用できます。チューブの
外径精度は、ナイロンチューブは呼称寸法の±0.1mm以内、ウレタンチ
ューブは呼称寸法の±0.15mm以内、楕円度（長径と短径の差）は
0.2mm以内のものを使用してください。（弊社製チューブの使用を推奨し
ます。）
なお、弊社の純正品または適合品（推奨品）以外のチューブを使用した
場合、チューブ抜け、エア漏れ等の不具合が発生する可能性がありま
すので、空気圧システムを組む前に必ずご確認ください。また、弊社導
電性ウレタンチューブU2A-Bは使用できませんのでご注意ください。

mm

注 1. �チューブは外面に傷のないものを使用してください。繰り返
し使用して傷がついた場合はその部分を切断してください。

2. �チューブは継手付近で極端に曲げたりこじったりしないで
ください。エア漏れの原因となります。ナイロンチューブ、
ウレタンチューブを使用した場合の最小曲げ半径のめやす
は下表の通りです。

3. �極軟質チューブの使用は引抜強度が著しく低下しますので
使用しないでください。

4. �チューブ着脱時は、必ず空気源の供給を止めてください。
また必ず配管内のエアが安全に排気された事を確認してか
ら行なってください。

チューブサイズ
最小曲げ半径

ナイロンチューブ ウレタンチューブ

φ1.8 ー 4

φ3 ー 7

φ4 20 10

φ6 30 15

φ8 50 20

φ10 80 27

φ12 150 35

φ16 500 ー
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